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広報　常陸大宮　　　　平成２１年１月号２
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広報　常陸大宮　　　　平成２１年１月号３
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市市市市市市市市市市市市市市
議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会
定定定定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会会会会

市
議
会
定
例
会

　

平
成　

年
第
４
回
常
陸
大
宮
市
議
会

２０

定
例
会
が
、　

月
２
日
か
ら　

日
ま
で

１２

１８

開
会
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で

は
、
次
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
認
定
、
可
決
及
び
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

市
長
提
出
議
案

歳
入
歳
出
決
算

○
平
成　

年
度
那
珂
地
方
公
平
委
員
会
特
別

２０

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

条　
　

例

○
常
陸
大
宮
市
移
動
通
信
用
鉄
塔
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備

事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
簡
易
水
道
事
業
設
置
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

契　
　

約

○（
仮
称
）御
前
山
小
学
校
屋
内
運
動
場
新
築

工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　

ほ
か
特
別
会
計
等
（
８
会
計
）
補
正
予
算

人
事
案
件

※
敬
称
略

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

・
野
澤　

知
行
（
辰
ノ
口
）

○
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

・
根
本　

淳
子
（
山
方
）

・�
沢
た
か
江
（
小
田
野
）

そ
の
他

○
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

○
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
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月　

日
、
近
代
美
術
館
に
お
い
て
県
芸

１１

１５

術
祭
・
県
文
化
芸
術
功
労
者
・
茨
城
文
化
団

体
連
合
功
労
者
表
彰
授
賞
式
が
あ
り
、
緒
川

郷
土
文
化
研
究
会
（
小
林
茂
会
長
）
が
、
平

成　

年
度
茨
城
県
文
化
芸
術
功
労
者
と
し
て

２０
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

緒
川
郷
土
文
化
研
究
会
は
、
昭
和　

年
に

３９

地
域
の
歴
史
や
文
化
を
研
究
し
て
い
る
人
た

ち
に
よ
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
創
設
以
来
、
機
関
紙
「
お
が
わ
の
文

化
」
を
定
期
的
に
発
行
し
、
緒
川
地
域
の
全

世
帯
と
茨
城
県
立
歴
史
館
等
の
県
内
の
文
化

施
設
に
配
布
し
、
地
域
の
文
化
向
上
に
努
め

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。
現
在
会
員
数
約　

人
で
活
動
し
て

５０

い
ま
す
。

　

常
陸
大
宮
市
が
誕
生
し
て
か
ら
、
他
地
域

と
の
情
報
交
換
や
交
流
が
活
発
に
な
っ
た
と

の
こ
と
。
市
の
文
化
発
展
の
た
め
さ
ら
な
る

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　

月　

日
、
緒
川
物
産
セ
ン
タ
ー
「
か
ざ

１１

２２

ぐ
る
ま
」
で
特
産
品
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
で
は
、
地
元
特
産
の
し
い
た
け
や
万

能
た
れ
、
厚
焼
き
玉
子
、
自
然
薯
等
の
販
売

の
ほ
か
、
き
の
こ
汁
、
お
し
る
こ
、
た
ま
ご

か
け
ご
飯
等
の
無
料
配
布
が
あ
り
、
長
蛇
の

列
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
杵
つ
き
も
ち
の
実
演
後
、
で
き
た

て
の
お
も
ち
が
配
布
さ
れ
、
多
く
の
方
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　「広報常陸大宮１２月号」
８ページ中の「善意をあ
りがとう」の記事の中で、
誤りがありました。
　お詫びして訂正します。

～お詫びと訂正～

浜ちゃんコンペ
誤　金２００，０００円
正　金２１０，０００円

平
成　

年
度
補
正
予
算

20
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いいっっししょょににままちちづづくくりり

※市と茨城大学とは相互に連携協力して「豊かな自然と調
和した安心・快適な活力のまち」を目指して各事業に取
組んでいます。

～「西塩子の回り舞台」の組立て
大学生ボランティアに感謝～
�������	
��
��

�������	
��
��

　第23回国民文化祭が
茨城県で開催され、常陸
大宮市では西塩子の回り
舞台が開会式のサブ会場
として、また国民文化祭
のイベントのひとつであ
る地芝居の公演が催さ
れ、全国から多くの観客
が来場しました。おひねりも飛び交うなど、拍手
と掛け声で会場は賑わいました。
　舞台の組立てにあたっては、茨城大学人文学部
のゼミの先生と学生20数名にボランティアで参
加いただきました。竹きりや運搬、そして舞台の
組立てと、力が必要な作業も多くありましたが、
女子学生も二人がかりで重い竹を運んだりして、
思っていたより短期間で立派な舞台を組み立てる
ことができました。公演当日も舞台襖入れ替えな
ど、裏方として汗を流していただき、茨大の先生
と学生に感謝の気持ちで一杯です。

　
　

月　

日
、
み
わ
★
ふ
る
さ
と
館
北
斗

１１

２３

星
・
道
の
駅
み
わ
で
行
わ
れ
た
新
そ
ば
ま
つ

り
で
は
、
そ
ば
打
ち
の
無
料
体
験
、
け
ん
ち

ん
そ
ば
や
そ
ば
の
実
汁
粉
の
試
食
、
そ
ば
の

早
食
い
競
争
等
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
市

内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
全
日
本
素
人

そ
ば
打
ち
名
人
の
益
子
正
巳
さ
ん
が
見
事
な

手
さ
ば
き
を
披
露
。
こ
ね
た
そ
ば
粉
を
実
際

に
触
っ
て
感
触
を
確
か
め
た
り
、
質
問
を
し

た
り
し
な
が
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
熱
心
に
見

学
し
て
い
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
第
４
回
常
陸
大
宮
市
か
が
や

１１

３０

き
ま
つ
り
が
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
か

が
や
き
と
お
お
み
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
保
健
衛

生
功
労
者　

人
の
方
々
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

１２

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
で
は
太
鼓
や
コ
ー
ラ

ス
、
健
康
劇
等
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
じ
め
て
、
肩
こ
り
や
腰
痛
と
付
き

合
い
な
が
ら
転
倒
を
防
ぐ
体
操
を
行
っ
た

「
転
倒
予
防
教
室
」、
チ
ュ
ー
ブ
、
ラ
ダ
ー
を

使
っ
た
「
ス
ト
レ
ッ
チ
」、
２
本
の
ポ
ー
ル
を

使
っ
て
歩
く
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」の
３
つ
の
運
動
教
室
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
健
康
食
を
意
識
し
た
「
そ
ば
打
ち

体
験
コ
ー

ナ
ー
」
で

は
、
講
師

の
指
導
の

も
と
、
受

講
生
は
熱

心
に
麺
棒

を
動
か
し

て
い
ま
し

た
。

　
　

月
７
日
、
東
京
都
江
東
区
夢
の
島
公
園

１２
に
お
い
て
、
公
園
内
熱
帯
植
物
館
が
募
集
し

た
自
然
薯
オ
ー
ナ
ー
に
よ
る
自
然
薯
収
穫
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

冬
晴
れ
と
な
っ
た
こ
の
日
、
寒
風
が
頬
に

冷
た
い
中
、
オ
ー
ナ
ー
の
待
ち
に
待
っ
た
自

然
薯
の
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
公
園
内
で

の
栽
培
は
初
め
て
で
、
６
月
の
種
芋
の
定
植

の
際
指
導
に
あ
た
っ
た
緒
川
自
然
薯
研
究
会

の
会
員
も
、
掘
っ
て
見
な
い
と
分
か
ら
な
い

と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
名
前
入
り
の
タ
グ
の
着
い
た
枯

れ
た
ツ
ル
を
頼
り
に
掘
り
始
め
る
と
、
あ
ち

こ
ち
か
ら
「
す
ご
〜
い
」「
長
〜
い
」
な
ど
の

歓
声
や
拍
手
が
上
が
り
、
ほ
場
内
は
大
変
な

熱
気
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

収
穫
後
は
調
理
の
仕
方
や
試
食
会
を
通

し
、
会
員
と
オ
ー
ナ
ー
の
交
流
を
深
め
る
中

で
、
常
陸
大
宮
市
の
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
や

特
産
品
な
ど
の
話
題
も
出
て
い
ま
し
た
。
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現
在
使
用
の
西
消
防
署
の
救
急
車
が
老
朽

化
の
た
め
更
新
配
備
し
、　

月　

日
よ
り
運

１１

２６

用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
高
規
格
救
急
車
は

高
度
化
が
進
む
救
急
業

務
に
対
応
し
、
救
急
救

命
士
等
の
隊
員
が
高
度

の
応
急
手
当
を
実
施
で

き
る
車
両
で
す
。
こ
れ

ら
の
車
両
の
運
用
に
よ

る
更
な
る
救
命
率
の
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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月　

日
、
ジ
ャ
ス
コ
常
陸
大
宮
店
店
舗

１１

２５

入
口
と
同
店
前
国
道
１
１
８
号
に
お
い
て
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
茨
城
県
、
大
宮
警
察
署
を
は
じ

め
大
宮
地
区
防
犯
協
会
、
大
宮
地
区
交
通
安

全
協
会
な
ど
関
係
団
体
の
協
力
の
も
と
、

「
犯
罪
の
防
止
」、「
交
通
事
故
防
止
」
な
ど
を

呼
び
か
け
な
が
ら
、
チ
ラ
シ
や
啓
発
物
を
配

布
し
、
地

域
安
全
を

呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

市
で
は
、　

月　

日
か
ら
経
済
部
商
工
観

１２

２５

光
課
に
緊
急
経
済
・
雇
用
相
談
窓
口
を
開
設

し
ま
し
た
。

　

世
界
的
な
金
融
危
機
の
影
響
に
よ
り
、
国

内
の
経
済
情
勢
が
急
激
に
悪
化
し
、
常
陸
大

宮
市
に
お
い
て
も
中
小
企
業
等
の
経
営
や
雇

用
不
安
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

経
済
状
況
を
踏
ま
え
、
常
陸
大
宮
市
緊
急
経

済
・
雇
用
対
策
本
部
を
設
置
し
、
市
民
生
活

の
安
定
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

開
設
時
間
は
８
時　

分
か
ら
午
後
５
時　

３０

１５

分
ま
で
。
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　１１月、御前山地域の各小学校では閉校記念事業の一環として地域の人たちが参加し交流会が行われま
した。
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　16人もの外部講師を招き、料理教
室や宇宙の授業、自然災害科学実験教
室等が行われ、地域の人たちとの交流
会を行い、児童が育てた草花の苗を地
域の人たちに贈呈しました。
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　地域の高齢者や保護者を
招いて児童の発表などを行
いました。
　また、大正から現在まで
の思い出の写真を展示しま
した。

　10月２日から練習を積
んできた和太鼓演奏の発表
を行い、収穫した古代米の
おにぎりや縦割り班で育て
たさつまいも等を地域の方
と食べました。
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 問い合わせ先 
　本庁　商工観光課　�５２－１１１１（内線２７２・２７３）
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　常陸大宮市ネットワーカー協議会ヤッホーふれ
あいの会では、毎月シートベルト着用調査をＪＲ
山方宿駅前で実施しています。������������������������������������������������������������������������������������												
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合 計助 手 席運 転 席
調査日

着用率（％）着 用 数台 数着用率（％）着 用 数台 数着用率（％）着 用 数台 数

88.323526651.2214195.121422510月２日

92.419521173.7141994.318119211月４日

90.819721784.4273291.917018512月１日

◎10～12月調査分
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今
年
で
２
年
目
と
な
る
水
郡
線
を
利
用
し

た
「
常
陸
大
宮
市
民
号
」
を
、　

月
６
日
と

１２

　

日
に
実
施
し
ま
し
た
。

１０
　

こ
の
事
業
は
、
市
民
相
互
の
親
和
と
水
郡

線
の
活
性
化
、
そ
し
て
、
利
用
促
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
て
、
２
日

間
で
２
５
０
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
、
運
行
し
ま
し
た
。

　

東
京
都
明
治
座
で
の
中
村
玉
緒
主
演
「
女

の
居
場
所
」
の
観
劇
を
楽
し
む
と
と
も
に
、

行
き
帰
り
の
電
車
の
中
で
参
加
者
間
で
の
親

交
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
「
常
陸
大
宮
市
民
号
」
で

は
、
参
加
者
全
員
に
水
郡
線
を
利
用
し
て
い

た
だ
き
、
日
ご
ろ
あ
ま
り
水
郡
線
を
利
用
す

る
こ
と
の
な
い
参
加
者
の
中
か
ら
は
、「
朝

と
夜
の
利
用
者
の
多
さ
に
驚
い
た
」「
高
校
生

が
こ
ん
な
に
利
用
し
て
い
る
の
」
と
驚
き
の

声
も
聞
こ
え
、「
市
民
の
足
」
と
し
て
の
水
郡

線
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
だ
く
機
会
に

も
な
り
ま
し
た
。

▲出発前のテープカット

　常陸大宮市は、緑豊かな自然環境に恵まれ、すばらしい歴史と文化のもとで発展してきました。わた
したちはこの自然、歴史、文化をいかし、安全で、快適で、活力あるまちを、みんなの手でつくります。

一．豊かな自然をいつくしみ、安らげるまちをつくります。

一．歴史と文化を大切にし、誇り高いまちをつくります。

一．一人ひとりが知恵を出し、暮らし、仕事、いのちが輝くまちをつくります。

一．さまざまな人たちとの出会いと交流が楽しめるまちをつくります。

一．尊重しあい、助けあい、みんなの未来をひらくまちをつくります。

わたしたちがつくるまちの姿 ―常陸大宮市市民憲章―

�������	�������	�������	�������	 順不同・敬称略

（有）瑞穂農場
代表取締役会長　下山　好夫

金500，000円

フジノン水戸株式会社
代表取締役社長　淡嶋　義利
ＡＥＤ（自動体外式除細動器）３台

《常陸大宮市へ》《奨学基金へ》
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●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

主催：市卓球連盟（寺門信義会長）　　於：西部総合公園体育館
団　　　　体　①球友クＡ　②球友クJr　③球友クJrＯＢ　③球友クＢ
一般男子Ⅰ部　①川村秦之（球友ク）　②生天目誠（球友クJr）　③柏拓人（水戸工業高校）　③椎名友也（球友クJr）
一般女子Ⅰ部　①藤田優希（球友ク）　②坂本陽子（球友ク）　③助川実咲（球友クJr）　③小室彩（球友クJr）
一般男子Ⅱ部　①井野上良一（美和卓球ク）　②大高翼（大宮卓球ク）
　　　　　　　③藤田叶（卓球教室）　③桐原隆宏（村石卓球ク）
一般女子Ⅱ部　①只野俊江（村石卓球ク）　②長岡三千代（卓球教室）
　　　　　　　③寺門真由美（卓球教室）　③相田幸子（村石卓球ク）
中学１年男子　①根本貴大（山方中）　②大森翼（山方中）　③吉成翔太（山方中）　③鈴木政貴（山方中）
中学２年男子　①飯村卓斗（T ． N ．J）　②小野瀬貴博（山方中）　③岡�修（美和中）　③相田智洋（球友クJr）
中学１年女子　①岡山千夏（美和卓球ク）　②�西千寿（美和中）　③桑名香帆（山方ク）　③堀江瞳美（美和中）
中学２年女子　①寺門春奈（球友クJr）　②川�南（球友クJr）　③桑名芽依（球友クJr）　③大越春奈（大宮中）

敬称略　　ク＝クラブの略

▲優勝した大宮ユアーズの皆さん

主催：市バレーボール連盟（中村稔会長）
　於　：西部総合公園体育館　　参加チーム：１０チーム

①大宮ユアーズ　　②フォルターズ
③ＢＬクラブ、大場ＶＣ　　　　　

１１／３０ 

主催：市バレーボール連盟（中村稔会長）
　於　：西部総合公園体育館　　参加チーム：１３チーム

①グルービー　　②フォルターズ
③プライド、盛和球友　　　　　
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▲優勝したグルービーの皆さん

�������	
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 １１／１６ 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

主催：市剣道連盟（佐藤和男会長）　　於：西部総合公園体育館　
団体の部　小　学　生　①大宮尚武館Ａ　②上野剣道クＡ　③美和剣道クＡ　③緒川剣道教室Ｂ
 中　学　生　①大宮中Ａ　　　②山方中Ａ　　　③緒川中Ａ　　　③第二中Ａ
個人の部　小学４年以下　①茅根悠起（大宮正念剣道ク）　　②和田純希（世喜剣道教室）
  ③益子健太（大宮尚武館）　　③加倉井健人（上野剣道ク）
 ５・６年男子　①篠根和樹（大宮尚武館）　　②小室翔也（緒川剣道教室）
  ③小田倉克典（上野剣道ク）　③沼田和樹（世喜剣道ク）
 ５・６年女子　①市野沢笑加（上野剣道ク）　②瀧麻奈美（はまいば剣士会）
  ③加倉井千聖（上野剣道ク）　③相原由香（緒川剣道教室）
 中学生男子　①大森悠資（山方中）　　　　②佐藤崇（大宮中）
  ③大賀洋希（山方中）　　　　③齋藤圭一（第二中）
 中学生女子　①大高莉歩（山方中）　　　　②砂川のぞみ（大宮中）
  ③本橋恵利（第二中）　　　　③小泉祐佳（第二中）
 高校・一般　①鴨志田収　②瀧義久　③長岡正宏　③矢野学

�������	
��
�� １２／７ 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

主催：市インディアカ連盟（河野秀男会長）　　於：美和中学校体育館　　参加チーム：７チーム
【混合】　①美和ユニークスＢ　　【女子】　①Ｋ�

�������	
�� １２／７ 



広報　常陸大宮　　　　平成２１年１月号１１
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広報　常陸大宮　　　　平成２１年１月号１２

　

裁
判
員
制
度
が
平
成　

年
５
月　

日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

２１

２１

　

裁
判
員
制
度
と
は
、
国
民
の
み
な
さ
ん
に
裁
判
員
と
し
て
刑
事
裁
判
に
参
加
し
て
も

ら
い
、
被
告
人
が
有
罪
か
ど
う
か
有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
を
裁
判
官
と

一
緒
に
決
め
て
も
ら
う
制
度
で
す
。

　

国
民
が
裁
判
に
参
加
す
る
制
度
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ア
等
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

�
殺

人
�

　
（
人
を
殺
し
た
場
合
）

�
強
盗
致
死
傷
�

　
（
強
盗
が
人
に
怪
我
を
さ
せ
た
り
、死
亡
さ
せ
て
し
ま
っ
た

り
し
た
場
合
）

�
傷
害
致
死
�

　
（
人
に
怪
我
を
さ
せ
死
亡
さ
せ
て
し
ま
っ
た
場
合
）

�
危
険
運
転
致
死
�

　
（
泥
酔
し
た
状
態
で
自
動
車
を
運
転
し
て
人
を
ひ
き
、死
亡

さ
せ
て
し
ま
っ
た
場
合
）

�
現
住
建
造
物
等
放
火
�

　
（
人
の
住
む
家
に
放
火
し
た
場
合
）

�
身
の
代
金
目
的
誘
拐
�

　
（
身
代
金
を
取
る
目
的
で
、
人
を
誘
拐
し
た
場
合
）

�
保
護
責
任
者
遺
棄
致
死
�

　
（
子
ど
も
に
食
事
を
与
え
ず
、放
置
し
た
た
め
死
亡
し
て
し

ま
っ
た
場
合
）

裁判員制度の詳細については、裁判員制度ウェブサイト

 Ｈ・P 　http://www.saibanin.courts.go.jp/

でも紹介しています。

■ 問い合わせ先 ■　水戸地方裁判所総務課

　　　　　　　　　  �０２９－２２４－８４０８　FAX０２９－２２４－０４７２

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
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１０月下旬から１１月上旬頃までに
　・裁判員候補者名簿を作成。

▼
１１月２８日に水戸地方裁判所より
　・裁判員候補者名簿記載通知書を

送付。
▼

平成２１年５月２１日裁判員制度スタート
▼

裁判の６週間前までに、
　・事件ごとに名簿の中からくじで

候補者を選びます。

▼
　選任手続期日である裁判の当日に裁
判所へ出向いていただいた裁判員候補
者の中から６人の裁判員をくじで選任
します。



広報　常陸大宮　　　　平成２１年１月号１３
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広報　常陸大宮　　　　平成２１年１月号１４

　現在、皆さんから出されている可燃ごみのうち３割は紙類です。しかし、この紙類はほとんどがリサイク
ルできます。
　可燃ごみに混ぜてしまえばただのごみですが、分別すれば新たな資源としてリサイクルされます。
　限りある資源の有効利用のため、分別の徹底にご協力ください。

�������������������������������������������� �������������������������������������������� �������������������������������������������� �������������������������������������������� �������������������������������������������� �������������������������������������������� �������������������������������������������� 																																												 
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～大宮・山方・美和・緒川地域の皆さんへ～

　資源物回収の日に市民の皆さんが集積所に出した資源物
（紙類）を、市の委託業者以外の者が持ち去る行為が多発し
ています。
　持ち去り行為を防止するため、「資源物を市の行政回収
に出した物であること」を明示する意思表示紙を張って
（添えて）指定されたごみ集積所へ出すようご協力お願いし
ます。

※御前山地域については年４回雑誌・ダンボール・新聞紙について収集しています。
分別してひもで十字に縛って出してください。

■問い合わせ先■　本庁　環境課　�５２－１１１１（内線２３８）

�ひもで十字に縛って出してください �紙袋に入れて出してください
�薄くて軽い紙は雑誌等の間にはさんでひも
で十字に縛って出すこともできます

�������	
��
���������	
��
���������	
��
���������	
��
���������	
��
��

○粘着テープ・プラスチック・ビニール・金属等の紙以外のものは取り除いてください。
○カーボン・ノーカーボン紙は可燃ごみとして出してください。

※内側が白い物に限ります。 ※折込チラシも一緒に出す
ことができます。�ひもで十字に縛って出してください

雑誌、書籍、カタログ、パンフレット等
紙袋、包装紙、トイレットペーパーの芯、紙袋、包装紙、トイレットペーパーの芯、
菓子箱、はがき、名刺等菓子箱、はがき、名刺等
紙袋、包装紙、トイレットペーパーの芯、
菓子箱、はがき、名刺等



広報　常陸大宮　　　　平成２１年１月号１５
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左右交互に１０回×３セット

①膝を曲げて座り、両手を頭の後ろに
組む。

②息を吸って吐きながら上体を右にひ
ねる。

③息を吸って①の位置に戻り、息を吐
きながら今度は状態を左にひねる。

状差し
冨山　恭子

額
小林　三枝

�������	

� �����

��������

��������

バック
野上　伸子

上衣
須見　とし子

子ども用はんこ
　根本　典子

もんぺ
柴田　ハツエ



広報　常陸大宮　　　　平成２１年１月号１６

よ
う
に
貼

り
付
け
ま

す
。
柱
の

周
囲
を
菊

の
花
で
飾

り
つ
け
る

と
餅
柱
の

完
成
で
す
。

　

お
会
式

の
当
日
は

午
前
中
に
妙
蓮
寺
境
内
で
桧
山
地
区
の
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
す
。
そ
し
て

午
後
一
時
頃
か
ら
お
会
式
が
始
ま
り
ま

す
。
現
在
、
妙
蓮
寺
は
無
住
の
た
め
、
城

里
町
か
ら
僧
侶
を
頼
み
御
祈
祷
を
受
け
、

地
域
の
人
々
も
お
参
り
に
や
っ
て
き
ま

す
。
一
時
間
ほ
ど
で
終
了
と
な
り
、
そ
の

あ
と
は
餅
柱
を
解
体
し
、
ホ
ン
ド
ー
（
今

年
の
当
番
）五
軒
と
ウ
ケ
ド
ー（
来
年
の
当

番
）
五
軒
で
餅
を
分
け
合
い
、
解
散
と
な

り
ま
す
。
丹
精
込
め
て
作
っ
た
美
し
い
祭

壇
は
年
に
一
度
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　

昨
今
、
桧
山
地
区
も
ま
つ
り
を
支
え
る

人
々
の
負
担
が
大
き
く
、
維
持
す
る
の
が

大
変
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
餅
柱
に
使

う
餅
の
準
備
も
、
機
械
で
つ
く
よ
う
に
し

た
と
は
い
え
や
は
り
大
き
な
負
担
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
地
域
の
お
ま
つ
り

と
同
時
に
開
催
す
る
な
ど
、
住
民
間
の
交

流
を
大
切
に
し
な
が
ら
伝
統
の
お
ま
つ
り

を
守
り
伝
え
る
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館　
�
　

－

１
４
５
０

５２

�
��
�ひ�������

や
ま

　

御
前
山
地
域
桧
山

地
区
は
、
市
の
南
西

端
に
位
置
す
る
世
帯

数
四
十
ほ
ど
の
集
落

で
す
。
こ
こ
に
日
蓮

宗
木
曽
山
妙
蓮
寺
は

あ
り
ま
す
。
現
在
は

小
さ
な
御
堂
と
い
っ

た
感
じ
で
す
が
、
昭

和
四
十
年
代
に
再
建

さ
れ
る
以
前
は
現
在

の
御
堂
の
数
倍
の
広

さ
が
あ
り
、
お
祭
り
の
た
び
に
大
勢
の
人

が
集
ま
り
賑
わ
っ
た
そ
う
で
す
。
境
内
に

は
共
同
墓
地
も
あ
り
、
地
域
の
人
々
に
大

切
に
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

妙
蓮
寺
に
は 
日  
蓮  
上  
人 
の
坐
像
が
祀

に
ち 
れ
ん 
し
ょ
う 
に
ん

ら
れ
て
お
り
、
ほ
か
に
市
の
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る 
七  
面  
大  
明  
神 
や
、
異
形

し
ち 
め
ん 
だ
い 
み
ょ
う 
じ
ん

の 
鬼  
子  
母  
神 
像
も
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

き 

し 

ぼ 
じ
ん

　

妙
蓮
寺
で
は
年
に
三
回
お
祭
り
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

春
は
二
月
の
第
三
日
曜
日
に
「
甘
酒
ま

つ
り
」
が
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
人
々
に
甘

酒
が
振
舞
わ
れ
ま
す
。
秋
は
旧
暦
の
九
月

十
二
日
に
「
首
つ
ぎ
ぼ
た
も
ち
」
と
い
う

行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
蓮
上

人
が
宗
教
的
な
対
立
で
捕
ら
え
ら
れ
、
ま

さ
に
斬
首
さ
れ
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
へ
信

者
が
会
い
に
来
て
、
持
っ
て
き
た
ぼ
た
餅

を
日
蓮
が
食
べ
て
い
る
う
ち
に
処
刑
の
時

刻
を
過
ぎ
て
し
ま
い
取
り
や
め
に
な
っ

た
、
あ
る
い
は
実
際
に
斬
首
さ
れ
た
あ

と
、
信
者
が
ぼ
た
餅
で
首
を
接
い
だ
と
こ

ろ
首
が
つ
な
が
っ
た
、
す
な
わ
ち
「
首
つ

ぎ
の
ぼ
た
餅
」
と
い
う
由
来
が
あ
る
と
言

い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
午
後

に
ぼ
た
餅
を
重
箱
に
詰
め
て
妙
蓮
寺
に
行

き
、
祭
壇
の
日
蓮
上
人
に
お
供
え
し
ま

す
。
昭
和
三
十
年
代
頃
ま
で
は
地
区
の

人
々
が
ぼ
た
餅
を
持
ち
寄
り
、
隣
接
地
区

の
人
々
も
加
わ
っ
て
食
べ
比
べ
を
し
、
盛

大
に
行
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

�
��
�

　

妙
蓮
寺
で
行
わ
れ
る
三
回
の
お
ま
つ
り

の
う
ち
で
も
最
も
重
要
視
さ
れ
る
の
が
、

日
蓮
宗
の
開
祖
、
日
蓮
上
人
の
命
日
に
行

わ
れ
る
「
お
会
式
」
で
す
。
日
蓮
は
鎌
倉

時
代
の
一
二
八
二
年
十
月
十
三
日
に
没
し

た
と
さ
れ
、
そ
の
地
に
あ
た
る
池
上
（
東

京
大
田
区
）
の 
本  
門  
寺 
で
は
、
現
在
で
も

ほ
ん 
も
ん 
じ

十
月
十
二
日
の
夜
に 
万  
灯  
供  
養 
が
行
わ
れ

ま
ん 
と
う 
く 
よ
う

て
い
ま
す
。
日
蓮
宗
寺
院
や
日
蓮
宗
の
檀

家
な
ど
で
は
十
月
十
二
日
か
ら
十
一
月
中

旬
ま
で
の
定
日
に
、
お
会
式
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

妙
蓮
寺
で
は
旧
暦
の
十
月
十
三
日
に
近

い
週
末
（
現
在
は
新
暦
十
一
月
の
第
二
日

曜
日
）に
こ
の
お
会
式
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
十
一
月
八
日
に
準
備
、
九
日
に
お

会
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　

お
会
式
で
は
堂
内
の
飾
り
付
け
と
し
て
、

大
根
や
柿
、
裁
断
し
た
色
と
り
ど
り
の
餅

な
ど
で 
須  
弥  
壇 
の
柱
を
飾
る
「 
餅  
柱 
」
を

し
ゅ 
み 
だ
ん 

も
ち 
ば
し
ら

作
り
、
地
域
の
人
々
が
お
参
り
を
し
ま
す
。

　

準
備
は
前
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
お
会

式
の
当
番
（
ホ
ン
ド
ー
）
は
五
軒
ず
つ
が

順
番
に
担
当
し
ま
す
。
そ
の
年
の
宿
と
な

る
お
宅
に
夕
方
に
集
ま
り
、
餅
を
つ
い
て

薄
く
伸
ば
し
、
そ
の
餅
を
赤
、
緑
、
黄
色

に
着
色
し
て
お
き
ま
す
。
会
場
と
な
る
妙

蓮
寺
は
清
掃
し
て
清
め
ら
れ
ま
す
。
翌

朝
、
着
色
し
た
餅
を
小
さ
な
三
角
形
と
四

角
形
に
切
り
分
け
、
い
よ
い
よ
餅
柱
の
製

作
に
と
り
か
か
り
ま
す
。
餅
柱
は
堂
内
の

中
央
に
あ
る
須
弥
壇
の
左
右
の
柱
を
使
っ

て
飾
り
付
け
ら
れ
ま
す
。
両
方
の
柱
に
小

麦
わ
ら
を
巻
き
つ
け
、
こ
の
外
側
に
下
か

ら
順
に
大
根
、
柿
を
柱
の
周
囲
に
飾
り
、

そ
の
上
に
、
着
色
し
て
三
角
形
と
四
角
形

に
切
っ
た
餅
を
楊
枝
を
使
っ
て
タ
イ
ル
の

　

国
安
清
さ
ん
、
せ
つ
子
さ
ん
に
聞
き
取
り
調
査
に

御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

��
���
���
��

み
ょ
う 
れ
ん 

じ���
���
�
え 

し
き

▲完成した餅柱

▲日蓮宗妙蓮寺

▲餅柱の製作風景
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氷之沢在住　栗田　尚武美さん

再生紙を使用しています

常陸大宮市の人口（１２月１日現在・推計常住者）　総人口４６，３６２人（男２２，６８７人、女２３，６７５人）　世帯数１６，３０４世帯
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　市食生活改善推進員連絡協議会主催の料理コンクールが開催されました。
　生活習慣病予防のためのカロリーと塩分を抑えた料理を各支部より５品
が出品され市長をはじめ13人の審査員が、彩り、つくりやすさ、栄養のバ
ランスなどの選考基準に沿って採点を行いました。その結果、山方支部の
 「かぶとミンチの香りあえ」が最優秀賞に、大宮支部の「雪畑三姉妹」が優
秀賞に選ばれました。２作品は２月５日に行われる常陸大宮保健所管内料
理コンクールに常陸大宮代表として出品されます。

〔作り方〕
①かぶは皮をむき、根を切っ
た後８等分にして面取りす
る。Ｂにかぶ、しめじを入
れ、15分煮ふくめる。
②かぶの葉をゆでて水に取
り、３cmに切っておく。
ブロッコリーは茹でておき、にんじんは３cm位の線
切り、もやしはひげを取り、共にさっと茹でる。
③にんにく、しょうが、ねぎはみじん切りにする。赤唐
辛子は、種を抜いて輪切りにする。
④ごま油でにんにく、しょうが、ねぎ、赤唐辛子を軽く
炒める。挽き肉も炒めて、Ａで味をつけ、①と②を和
えブロッコリーとチンゲン菜を添える。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

かぶ １束
もやし 200g
しめじ １パック
にんじん 小１本
������ 300g
チンゲン菜 ２株
合挽き肉 150ｇ
しょうが １片
にんにく １片

ねぎ １/２本
赤唐辛子 １本
ゴマ油 大２

しょう油 大２
酒 小１
コンソメ １個
水 300cc

<材料及び分量>

TEL：0570-07-0101または03-4334-1111

�

�

▲山方支部のみなさん


